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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

スポーツ振興課
担当名: 競技スポーツ、パラスポーツ

内線: 69556952 (単位：千円)
会計

P58 オリパラ一体の埼玉トップアスリート輩出事業 一般会
計

総務費 県民費
項

県民活動推進
費

県民スポーツ振興費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 5年度～ 根 拠
法 令

スポーツ基本法第6条、第7条、第11条、第34条
障害者基本法第25条、埼玉県スポーツ振興のまちづくり条例

款

針路 08
分野施策 0804

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

3
3-4

　次世代を担うトップアスリートの輩出を目指し、オリ
パラ一体でスポーツ科学に基づき、発掘・育成から強化
支援まで一貫したサポート体制を整備する。

　ア　スポーツ科学を活用したトップアスリート輩出・
　　支援事業　　　　　　　　　　　　　33,868千円
　イ　埼玉パラドリームアスリート事業　31,801千円

（１）事業内容
　　ア　スポーツ科学を活用したトップアスリート輩出・支援事業　33,868千円
　　イ　埼玉パラドリームアスリート事業 31,801千円

（２）事業計画
　　ア　スポーツ科学を活用したトップアスリート輩出・支援事業
　　 (ｱ) アスリートの発掘・育成
　　 (ｲ) 埼玉アスリート就職支援
 　　(ｳ) アスリート交流会
　　イ　埼玉パラドリームアスリート事業
　　 (ｱ) 団体支援
　　 (ｲ) 選手支援
 　　(ｳ) パラアスリート向けの個別サポート
 　　(ｴ) パラスポーツ体験会・測定会

（３）事業効果
　　ア　スポーツ科学を活用したトップアスリート輩出・支援事業
　　 (ｱ) 発掘45人・育成約105人（単年）・年間約50名
　　 (ｲ) 企業とアスリートのマッチング及び内定 年間5件
 　　(ｳ) パラトップアスリートによるプラチナ強化指定選手への指導（R5：50名）
　　　　 強化支援研修会受講者（R5：50名）
　　イ　埼玉パラドリームアスリート事業
　　 (ｱ) 県内競技団体支援（22競技）
　　 (ｲ) 国際大会で活躍が期待される選手に対する支援（20名）
 　　(ｳ) 健常者アスリートに実施している専門家による個別サポートを横展開（20名）
 　　(ｴ) 測定会・体験会の開催（県内2か所）120名

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×2.8人＝26,600千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 65,669

前年額 51,967 51,967

― 県民生活部 58 ―

支え合い魅力あふれる地域社会の構築

65,669 13,702

スポーツの振興



 

事業名

単位事業名 予算額 33,868千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 50 50 講師謝金　５名分

旅費 42 42 企業、大学打合せ　等

需用費 143 143 消耗品費

役務費 210 210 資料郵送代、講師謝金

委託料 32,409 32,409 スポーツ科学を活用したトップアスリート輩出事業業務委託

使用料及び賃借料 933 933 会場使用料　

負担金、補助及び交付金 81 81 職業紹介責任者講習会　６名分

合計 33,868 33,868

事業内訳書

オリパラ一体の埼玉トップアスリート輩出事業

スポーツ科学を活用したトップアスリート輩出事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 31,801千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 86 86 現地調査、関係者打合せ　等

需用費 264 0 消耗品費

委託料 31,451 12,616 埼玉パラドリームアスリート事業業務委託

合計 31,801 12,702

主な内容

埼玉パラドリームアスリート事業


